
計画の評価・推進の方法

評価の目的

計画の進捗状況を把握し、課題を浮き彫りにし、改善策を検討・実践し、

地域福祉の推進を図る。

評価の方法

評価はＡ実施状況の評価とＢ評価指標の評価の２つの評価を行う。

Ａ実施状況の評価

１ 「取組」の実施状況調査を毎年度実施し、担当課評価（主観的評価）を得る。

２ １の集計を資料にして、「施策の展開」毎の委員会評価（客観的評価）を決定する。

※評価の対象が異なる理由：委員会が担当課レベルの「取組」を評価するのは困難であ

り、一つ上の枠組みの「施策の展開」を評価するのが妥当と考えたため。

－評価の選択肢（担当課評価・委員会評価 共通）－

・委員会評価は、各委員の評価を集計し、得票数の一番多い評価とする。
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Ｓ：特に良い成果を得た。

Ａ：良い成果を得た。

Ｂ：期待した成果を得られなかった。

Ｃ：検討中、未実施、終了のため評価なし。

資料２



Ｂ評価指標の評価

重点施策ごとに設定した９つの評価指標（計画書Ｐ82）を、毎年度、担当課に
調査する。ただし、指標の一部にアンケート調査の結果を基に評価するものがあ

り、現時点で全ての指標は揃わないことから、全指標についての評価はアンケー

ト調査の実施年（令和６年度予定）となる。

推進の方法

評価の結果から課題を把握し、今後の推進の方向性等を委員会で検討し、委員会の

意見を各課に伝えることで、推進を図る。

スケジュール（令和４年度）

スケジュール（５年間）

評価手順 予定日

Ａ
実施状況調査

担当課に「取組」の実施状況と自己評価を調査する。
済

Ｂ
地域保健福祉計画策定・推進委員会の開催（書面開催）

Ａを委員に郵送し意見を集める。

11月中旬
締切

Ｃ
Ｂを委員に郵送し、再度意見を集め、整理し、

委員会評価（案）を作成する。
12月上旬

Ｄ
Ｃを委員に郵送するとともに、市ホームページに会議資料と

して掲載する。
12月下旬

年度 予定

R2 ・第１回評価（令和元年度実績の評価） ・評価・推進方法の検討。

R3 ・第２回評価（令和２年度実績の評価） ・評価・推進方法の修正を検討。

R4 ・第３回評価（令和３年度実績の評価） ・評価・推進方法の修正を検討。

R5
・第４回評価（令和４年度実績の評価） ・評価・推進方法の修正を検討。

・委員会を開催し、次期計画の策定方法を決定する。

R6
・第５回評価（令和５年度実績の評価）

・評価指標の評価＆次期計画策定のため市民アンケート調査を実施する。

・委員会を開催し、次期計画を策定する。


